
「安心・安全なくらしを守るライフライン」をテーマに、前期は3回の連続講座を開講します。各講座は1回ごとに完結する構
成となっており、関心のあるテーマだけを選んで受講することができます。忙しい方でも無理なく参加いただけるよう、柔軟
な受講スタイルを用意しています。なお、座談会を含め、全4回すべての講座等に出席された方には、最終日に「修了証」を
お渡しします。安心・安全なくらしを考えるきっかけとして、ぜひお気軽にご参加ください。

　今回は「名南地域の防災についてみんなで語ろう ～第1弾 現状
の共有～」と題し、地域住民の皆さまをはじめ、福祉施設・医療機関・
企業・大学など、地域に関わるさまざまな立場の方々にご参加いた
だきます。
　住民や各機関が日頃取り組んでいる防災活動や課題を共有し、
日常生活で感じている疑問や不安、地域として取り組むべきポイン
トについて意見交換を行います。座談会を通じて多様な声を集め、
地域全体の防災力の向上につなげることを目的としています。

大同大学では、地域の持続的な発展と、住民の安全・安心・健康的な暮らしの実現を目指し、2026年4月に「ひと・まち・くら
しデザインセンター」を開設しました。センターの取り組みの一つとして、コミュニティ防災ラボの活動を中心に地域と連携
した防災活動を実施し、地域全体の防災力を高めるための取り組みを本格的に進めていきます。
座談会は、地域防災の現状と今後の方向性を一緒に考える機会とし、地域内外を問わず防災に関心をお持ちの方であれ
ば、どなたでもご参加いただけます。

大同大学Ｘ棟3階 X0302講義室会　場
10:00～11:30 講演60分、質疑応答他30分（予定）時　間

各回30名定　員 無料受講料
中学生以上対　象

大同大学X棟2階 X0223講義室会　場
10:00～11:30時　間

80名定　員 無料参加費
中学生以上対　象

テーマ  安心・安全なくらしを守るライフライン

大同大学
公開講座

受講には事前の申し込みが必要です。申込方法等詳細は裏面をご確認ください。

第7回

　日本は世界的にも少子高齢化が先行し
ています。全員参加型の社会を意識し、
テクノロジー活用と「人×機械×しくみ」の
つながりを通して誰もが安全・安心を前
提条件にウエルビーイングな社会にして
いく必要があると考えています。そのよ
うな社会構築にはどのような方法論があ
るのか？そして産業と社会でどのような
活用がされているかを紹介し、今後の私
たちの生活のあり方や進めていく方向性
を皆さんと考えていきたいと思います。

機械システム工学科　教授　吹田 和嗣

土
7

少子高齢化を支えるロボットと
その安全・安心・ウエルビーイング※

25 申込締切
7/15㈬第6回

　かつては東海地震、現在では南海ト
ラフ地震と、この地域では大きな地震
がもうすぐ発生すると言われて50年
近く経っています。
　講座では、日本が現在目指している
未来社会である「Society 5.0」につい
て紹介し、その考え方に基づき、災害
時の避難支援に情報技術がどのよう
に活用できるかについてわかりやすく
説明します。

※Society 5.0とは？
　＜技術の力でつくる人間中心の社会＞
　を指します。

情報システム学科　教授　朝倉 宏一

土
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Society 5.0※の未来と、
情報技術を活用した避難支援

4 申込締切
6/24㈬第5回

　たとえば、木造と鉄筋コンクリート
造の建物ではどちらが「強い」といえる
でしょうか。これまでに多くの災害を経
験してきた我が国では、強く、快適で
長く使える建築物が求められていま
す。講座では、建物の「強さ」に注目し
て、私たちが安全に、また、安心して暮
らすために建物に施された様々な仕組
み・技術・材料について紹介します。皆
さんが普段暮らしている建物につい
て、少しだけ詳しくなっていただきた
いと思います。

建築学科建築専攻／
インテリアデザイン専攻

教授　藤森 繁

土
6

建物の「強さ」について
考えてみよう

27 申込締切
6/17㈬

土
6 6

建築学科都市空間インフラ専攻　准教授　樋口 恵一進　行

福祉団体：名古屋キリスト教社会館、
　　　　  ケアマキス柴田など
医療機関：南医療生協（かなめ病院他）など
地域住民：学区の代表者・関係者など
その他団体：地域の企業関係者、名古屋市南消防署、
　　　　  　本学コミュニティ防災ラボ所属教員

参加者
（予定）

連続講座

座 談 会

ひと・まち・くらしデザインセンター開設記念　コミュニティ防災ラボ主催座談会
名南地域の防災についてみんなで語ろう　～第１弾 現状の共有～

申込締切
5/27㈬

まなびの広場2026前期まなびの広場2026前期

※ウエルビーイングとは？
　WHOによると、＜個人や社会のよい状
態＞という意味です。

　well（よい）+being（状態）

表



主催
問合せ

大同大学ひと・まち・くらしデザインセンター
052-612-6132（平日 9：00～ 17：00）TEL
manabi@daido-it.ac.jpE-mail

4/13月10：00 ～ 各講座開講10日前まで受け付けます申込期間

お申し込みは
こちら

下記URLまたは右記二次元コードよりお申し込みください。
https://www.daido-it.ac.jp/research/cooperation/public-lectures/
電話・FAX・郵送での申し込みは受け付けません。
受付は先着順とさせていただきます。定員になり次第受付を終了します。

受講申込

受講申込から受講までの流れ

受講申込 複数人で受講を希望される場合は、受講希望者それ
ぞれでお申し込みをお願いします。

受講票送付 受講票は開講日1週間前までにご自宅に送付します。
1週間前までに受講票が届かない場合はお手数です
が、下記［問合せ］先までご連絡ください。

受　講 受講当日は送付した受講票をご持参ください。

名古屋市南区滝春町10番地3アクセス

公共交通機関

台数に限りがございますので、可能な
限り公共交通機関をご利用のうえご
来学ください。
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大同大学　まなびの広場


